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要     旨

（目的）集中治療領域では循環動態の不安定な腎不全患者に対しての持続的血液濾過透析（CHDF）は

必要不可欠な治療法となっている。使用される膜は PS膜,PMMA膜,AN69ST膜など特徴的な構造を持

った膜が使用されている。今回,われわれは,膜表面の吸着血球およびタンパクに着目し,膜素材における

吸着性能の差異について検討した。

（研究対象および方法）対象は,血行状態不安定な急性腎不全患者 31例,慢性腎不全患者 20例,重症敗血

症患者 15例,敗血症性ショック患者 14例にて CHDFを施行した患者である。

治療終了後に膜本体を解体し,洗浄した中空糸を取り出し走査型電子顕微鏡を用いて中空糸内表面を観

察,膜表面に吸着した血球成分を評価した。次に,中空糸に吸着したタンパクを抽出し,タンパク量を測定

し,二次元電気泳動およびTOF/MS解析を行いタンパク同定ならびにケミカルメディエータ27項目の解

析を行った。
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（結果）AN69ST膜は PS,PMMA膜に比べて活性型白血球の吸着を多く認め,PMMA膜では血小板の吸

着を多く認めた。タンパク量解析では,AN69ST膜 1222mg/㎡,PMMA 膜 493mg/㎡,PS 膜 433mg/㎡の

吸着を認めた。二次元電気泳動および TOF/MS 解析を行った結果,各膜に特徴的なタンパクの吸着を認

めた。ケミカルメディエータの解析を行った結果,AN69ST膜では IL-17,Eotaxin,IP-10,MIP-1β,MCP-1，

PMMA膜では IP-10,MIP-1β,PS膜では IL-17,IP-10が多く吸着していた。特に AN69ST膜ではケモ

カインの吸着を多く認めた。

（考察）中空糸への血球吸着を比較した結果,AN69ST 膜で活性型白血球の吸着を多く認めた。重症敗

血症では活性化好中球からエラスターゼや活性酸素種が大量に放出され血管内皮細胞や実質細胞を障

害することが知られており,吸着除去は生体に対して有効となる可能性も考えられる。次に,膜に吸着し

たタンパク量および同定を行った結果,各膜に特徴的なタンパク吸着を認めた。これは,膜表面の陰性荷

電の違いやイオン結合,疎水結合の違いにより大きく異なると考える。ケミカルメディエータの解析では,

どの膜もサイトカイン以上にケモカインの吸着を多く認めた。敗血症症例で高サイトカイン血症に対し

て,IL-6,IL-8,TNF-a などを吸着除去することで生命予後の改善につながる可能性があるとする報告も

あるが,今回の検討から,他のメディエータを吸着することによる効果も考えられる。しかし,膜への吸着

除去は,生体にとって有益な物質まで除去する可能性も示唆された。

（結語）AN69ST膜は PMMA膜や PS膜に比べて,吸着タンパク量が多く,活性化好中球の除去能が高い

事が示唆された。また,各膜種において付着するタンパクに差異が認められた。これらの違いが,生存率

等の予後に影響を与える可能性が示唆された。                


